
Kobe University Repository : Kernel

PDF issue: 2026-10-24

〈研究〉EU における「市民社会」とガヴァナンス

(Citation)
神戸法學雜誌,53(1):33-67

(Issue Date)
2003-06

(Resource Type)
departmental bulletin paper

(Version)
Version of Record

(JaLCDOI)
https://doi.org/10.24546/81004957

(URL)
https://hdl.handle.net/20.500.14094/81004957

網谷, 龍介



神
戸
法
学
雑
誌

第
五
三
巻
第
一
号

二
O
O
三
年
六
月

EUにおける「市民社会Jとガヴァナンス:Iヨーロッパ公共空間の分有」に向けて

「
市
民
社
会
」

|
|
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
共
空
間
の
共
有
」

E
U
に
お
け
る

と
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス

は
可
能
か

?

lー

ノ白、

〆口'

龍

介

ネ岡

は
じ
め
に

二
O
O
一
年
一
二
月
の
ラ

l
ケ
ン
欧
州
理
事
会
で
設
置
さ
れ
た
「
欧
州
の
将
来
に
関
す
る
諮
問
会
議
行

3
5
E
8
8
吾

o
E
E
B

。
崎
明
日

80)
」
は
、
こ
れ
ま
で
数
次
に
百
一
り
、
政
府
間
代
表
に
よ
る
条
約
改
正
と
い
う
作
業
を
通
じ
て
構
築
さ
れ
て
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

統
合
の
枠
組
を
見
直
し
、
最
終
的
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
憲
法
と
も
い
い
う
る
制
度
枠
組
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
新
た
な
場
で
あ
る
。
議
論

の
中
心
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
加
盟
国
と

E
U
レ
ヴ
ェ
ル
の
権
限
の
分
配
で
あ
り
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ヴ
ェ
ル
の
諸
機
関
の
相
互
関
係
に

あ
っ
た
。
し
か
し
、
二

O

O
三
年
夏
に
採
択
さ
れ
た
最
終
草
案
に
基
い
て
最
終
的
な
機
構
像
を
予
想
す
る
の
は
本
稿
の
対
象
で
は
な

い
。
そ
れ
は
国
益
を
考
慮
し
た
加
盟
国
間
の
妥
協
の
結
果
と
な
る
は
ず
で
あ
り
、
何
ら
か
の
明
確
な
モ
デ
ル
が
単
純
に
採
用
さ
れ
る
こ

と
は
考
え
に
く
い
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
進
展
が
常
に
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
外
の
出
来
事

が
、
そ
の
ベ
ク
ト
ル
は
別
に
し
て
統
合
の
行
方
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
現
在
の
意
見
分
布
だ
け
か
ら
今

後
の
あ
り
方
を
推
測
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

33 

本
稿
が
検
討
す
る
の
は
、
権
限
分
配
、
機
構
間
関
係
と
は
相
対
的
に
は
独
立
の
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ヴ
ェ
ル
の
「
国
家
日
政
治
的
決
定



34 

中
枢
」
と
社
会
の
関
係
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
無
論
、
条
約
改
正
の
行
方
は
こ
の
問
題
に
も
影
響
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
国
家

社
会
関
係
は
、
議
会
と
政
府
の
関
係
な
ど
と
は
異
な
り
、
加
盟
各
国
に
お
い
て
必
ず
憲
法
で
規
定
さ
れ
て
き
た
事
項
と
は
言
い
が
た

い
。
む
し
ろ
そ
れ
は
、
個
別
の
立
法
や
行
政
実
践
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ヴ
ェ
ル
の

そ
れ
に
関
し
て
も
、
こ
れ
・
ま
で
の
行
政
実
践
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
公
的
言
説
の
中
に
見
ら
れ
る
傾
向
を
抽
出
す
る
こ
と
は
、
将
来
の
あ

53巻1号

り
方
を
考
え
る
上
で
一
定
の
意
味
を
持
つ
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た

E
U
の
場
合
、
国
民
国
家
レ
ヴ
ェ
ル
で
中
心
と
な
る
「
国
民

ー
議
会
ー
政
府
」
と
い
う
政
治
過
程
及
び
正
統
化
の
回
路
が
弱
い
た
め
、
国
家
社
会
関
係
の
視
角
は
通
常
の
国
民
国
家
レ
ベ
ル
の
政
治

分
析
以
上
に
重
要
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
本
稿
は
、
「
市
民
社
会
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
と

N
G
O
な
ど
の
諸
組
織
の
位
置
付
け
に
注
目
す
る
。

E
U
の
公
的

誌

言
説
と
行
政
実
践
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
か
を
、
国
家
社
会
関
係
の
業
績
を
参
照
し
な
が
ら
検
討
し
、
そ
の

可
能
性
と
問
題
を
索
出
す
る
の
が
本
稿
の
課
題
で
あ
る
。

雑J:!::.ι 
ナ法

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
お
け
る
「
公
共
空
間
の
分
有
」
と
そ
の
類
型

戸

(
一
)
国
家
社
会
関
係
(
∞

E
O
E
E
3
q
問。-包

g∞
)
の
視
角

本
稿
が
国
家
社
会
関
係
と
い
う
語
で
表
現
す
る
の
は
、
政
治
的
な
決
定
中
枢
と
市
民
が
ど
の
よ
う
な
回
路
で
結
ぼ
れ
て
い
る
か
(
い

神

な
い
か
)
と
い
う
こ
と
に
注
目
す
る
一
つ
の
視
角
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
政
党
国
家
、

コ
ー
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
、
社
会
運
動
、

ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ
ム
な
ど
の
標
語
の
下
で
別
個
に
行
わ
れ
て
い
た
研
究
の
対
象
を
、
そ
の
媒
介
機
能
に
注
目
し
て
横
断
的
に
切
り
取

っ
た
も
の
と
い
え
る
。

政
党
の
機
能
変
容
や
、
議
会
政
と
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ
ム
の
関
係
に
注
目
し
た
重
要
な
例
外
は
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
、
国
家
社

コ
l
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
を
鍵
概
念
と
す
る
政
治
と
経
済
ア
ク
タ
ー
の
関
係
で
あ
っ
た
。
「
公
共
空
間

会
関
係
研
究
の
中
心
を
な
す
の
は
、



の
分
有
(
∞

E
E呂
田
v
z
E
R
∞3
8
)
」
と
い
う
魅
力
的
な
キ
ー
ワ
ー
ド
(
内
5
5
F
-
お
小
)
を
提
示
し
た
ク
ラ
ウ
チ
が
元
来
は
産
業
社
会

EUにおける「市民社会jとガヴァナンス:Iヨーロッパ公共空間の分有」に向けて

学
者
で
あ
り
、
自
身
の
一
九
九
五
年
の
著
作
で
は
一
九
八
六
年
論
文
の
枠
組
を
、

コ
ー
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
の
単
線
発
展
論
と
も
読
め
る
労

使
関
係
論
に
回
収
し
た
こ
と
に
も
象
徴
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
国
家
社
会
関
係
の
政
治
経
済
論
的
研
究
の
一
つ
の
里
程
標
を
な
す

の
は
、
公
共
政
策
の
み
に
焦
点
を
絞
る
の
で
は
な
く
、
企
業
行
動
を
分
析
の
中
心
に
据
え
政
治
経
済
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
を
総
体
と
し
て
捉

え
よ
う
と
す
る
出
色
自
己
∞
2
E
8
(
M
o
o
-
)
で
あ
ろ
う
。

一
九
九
0
年
代
以
降
と
り
わ
け
盛
ん
と
な
っ
た
、
第
三
セ
ク
タ
ー
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
究
は
、
経
済
ア
ク
タ
ー
に
限
ら

れ
な
い
各
種
の
非
政
府
主
体
の
果
た
し
て
き
た
役
割
に
改
め
て
光
を
当
て
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
主
体
を
組
み
入
れ
た
問
題
解
決
枠

他
方
、

組
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
示
し
て
い
る

E)
論
も
、

(え

-
r
z言
。

p
r
z
Z
5
E
S仏
〉

5
2
2
N
C
C
C
)
。
い
わ
ゆ
る
社
会
関
係
資
本

S
S
E
-
n
ω
立

ア
メ
リ
カ
の
文
脈
で
は
主
に
、
自
発
的
結
社
へ
の
参
加
に
よ
る
個
人
の
市
民
的
な
徳
の
酒
養
(
結
社
の
内
部
効
果
)
と
い

う
枠
組
で
議
論
さ
れ
る
が
、
結
社
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
全
体
と
し
て
社
会
に
与
え
る
影
響
(
結
社
の
外
部
効
果
)
と
い
う
議
論
の
系

(え・

5
ロ
ロ
2
F
N
0
0
5
0

が
含
ま
れ
て
い
る

こ
れ
ら
の
研
究
動
向
か
ら
、
国
家
社
会
関
係
の
研
究
を
拡
張
す
る
上
で
の
こ
つ
の
方
向
性
が
示
唆
さ
れ
る
。
第
一
は
、
こ
れ
ま
で
政

治
学
か
ら
の
十
分
な
研
究
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
主
体
(
福
祉
団
体
、

N
G
O
)
を
含
め
た
、
国
家
社
会
関
係
論
の
可
能
性
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
の
政
治
経
済
論
的
研
究
の
成
果
は
、
こ
の
よ
う
な
新
し
い
主
体
を
含
め
た
研
究
に
ど
の
程
度
適
用
可
能
で
あ
ろ
う
か
。

第
二
に
、

一
九
八
0
年
代
ま
で
の
コ

l
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
研
究
の
中
心
が
、
な
お
国
家
の
公
共
政
策
形
成
に
中
心
を
置
い
て
い
た
の
に
対

し
、
社
会
の
自
律
的
問
題
解
決
能
力
を
含
め
た
形
で
、
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
類
型
を
考
え
る
方
向
で
あ
る
。
本
来
は
こ
の
両
者
を
考
慮
し
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

「
市
民
社
会
」
と
ガ
ヴ
ア
ナ
ン
ス
の
関
係
を
論
じ
る
べ
き
だ
が
、
本
稿
で
は
さ
し
あ
た
り
第
一
の
側
面
に
重
点
を
お
い
た

検
討
を
行
う
。
項
を
改
め
て
具
体
的
な
分
析
視
角
に
移
ろ
う
口

35 



36 

一、、、園.-'

分
析
の
視
角
一
市
民
社
会
組
織
の
位
置
付
け
の
索
出

こ
れ
ま
で
の
国
家
社
会
関
係
の
類
型
は
、
主
に
「
コ

l
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
|
多
元
主

義
」
と
い
う
、
労
使
関
係
を
そ
の
中
心
と
す
る
視
角
か
ら
構
築
さ
れ
て
き
た
。
市
民

社
会
組
織
の
位
置
付
け
は
こ
れ
と
対
応
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

第
三
セ
ク
タ
ー
へ
の
参
加
者
や
そ
の
経
済
規
模
と
い
っ
た
量
的
側
面
に
の
み
注
目

53巻1号

す
る
限
り
、
両
者
に
直
接
の
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大

学
を
中
心
と
す
る
比
較
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
カ
ヴ
ァ
ー
さ
れ
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
十

:、
ふ
L
P
h
w

圭
同

一
一
ヶ
国
に
関
し
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
規
模
(
雇
用
者
数
、
ヴ
ォ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
、
資

金
規
模
)
と
コ

l
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
度
の
指
標
の
単
純
な
相
関
を
と
っ
た
結
果
を
見
る

雑

限
り
、

一
貫
し
た
傾
向
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
負
の
相
関
が
あ
る
項

且ι
ナ

目
も
少
な
く
な
い

(
表
一
)
。

法

し
か
し
量
的
な
規
模
と
は
別
に
、
市
民
社
会
組
織
が
政
策
過
程
の
中
で
占
め
る
位

置
は
、
社
会
サ
l
ヴ
ィ
ス
に
関
し
て
回
各
庁
自
己
耳

g
D何
C
C
C
H
)

が
示
す
通
り
、

戸神

国
毎
に
大
き
く
異
な
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
質
的
相
違
は
ど
の
よ
う
に

概
念
化
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

〉
ロ
F
O
F
2
8
弘、『。
1
2
(
N
O
O
N
)

は
各
社
会
に
お
け
る
第
三
セ
ク
タ
ー
の
位
置
を

以
下
の
よ
う
に
特
徴
付
け
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
「
社
会
的
経
済
(
臥

8
8
'

E
0
8巳
色
。
)
」
概
念
は
、
社
会
経
済
的
な
側
面
に
中
心
が
あ
り
、
非
営
利
的
な
運

営
の
経
済
主
体
で
あ
る
面
が
強
調
さ
れ
る
。
イ
タ
リ
ア
の
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
主
義

第三セクターの規模とコーポラテイズム度

テコ¥、ー、ズ、ポ、ム¥ラ度占非、ク、タ、営ー、¥規、利準、
(a)雇用(就業人口 (b)ヴォランティア

(c) (a) + (b) (d)支出額
比、除農業) (同) (GDP比)

(1)既存指標平均 -0.02 -0.07 0.32 0.10 

(2)統 A口、 度
-0.11 -0.02 0.20 0.07 

(1960年代)

(3)統 正口込 度
-0.06 -0.16 0.15 -0.05 

(1990年代)

(4)労組政策形成参加
-0.32 -0.31 一0.22 -0.38 

(70-92) 

表 1

出所:(1X2X3) : Sialoff (1999)， (4): Compston (1994; 1995a ; 1995b) 
(aXbXc) : Center for Civi¥ Society Studies， Johns Hopkins University 

(http://www.jhu.edu/、cnp/country .htmI) 



は
、
国
家
と
教
会
へ
の
対
抗
勢
力
と
い
う
点
に
重
点
が
あ
り
、
地
域
的
な
市
民
社
会
で
の
役

EUにおける「市民社会Jとガヴァナンス:Iヨーロッパ公共空間の分有jに向けて

割
が
中
心
で
あ
る
o

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
慈
善
(
の
宮
ユ
々
)
の
伝
統
は
、
私
的
な
関
与
を
強

調
し
市
民
の
自
己
責
任
と
個
人
の
義
務
を
意
味
す
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
社
会
サ
l
ヴ
イ

ス
の
供
与
に
お
け
る
国
家
と
市
民
運
動
の
広
範
な
協
力
を
特
徴
と
す
る
。
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン

ダ
は
と
も
に
「
補
完
性
」
に
よ
っ
て
特
徴
付
け
ら
れ
る
が
、
前
者
が
強
く
法
化
さ
れ
て
い
る

の
に
対
し
、
後
者
は
よ
り
文
化
的
に
根
付
い
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

そ
こ
で
、
多
様
性
を
整
序
す
る
補
助
線
と
し
て
、
こ
こ
で
は
〈
告
者

g
a
g
(
3
3
)
の

枠
組
に
注
目
す
る
。
団
体
と
政
策
形
成
と
の
関
係
(
ロ
ピ
イ
ン
グ
の
み
か
よ
り
深
い
組
み
込

み
か
)
、
法
制
化
の
度
合
(
フ
ォ
ー
マ
ル
か
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
か
)
の
二
つ
の
次
元
に
よ

り
、
四
つ
の
類
型
を
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
(
図

1
)
。
本
稿
の
文
脈
で
は
特
に
前
者
の
次

元
が
重
要
で
あ
る
。
国
家
と
社
会
の
関
係
が
遠
い
場
合
に
は
、
市
民
社
会
組
織
の
機
能
は
、

ア
ド
ヴ
ォ
カ
シ

l
、
も
し
く
は
国
家
の
政
策
と
は
相
対
的
に
独
立
な
自
助
の
組
織
化
が
中
心

と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
国
家
と
社
会
が
よ
り
密
接
な
場
合
、
社
会
組
織
の

機
能
は
政
策
形
成
過
程
に
お
け
る
情
報
の
供
与
か
ら
実
際
の
政
策
執
行
へ
の
関
与
に
ま
で
及

ぴ
う
る
だ
ろ
う
。
こ
の
次
元

l
l国
家
と
市
民
社
会
組
織
の
距
離
ー
ー
に
注
目
し
な
が
ら
、

以
下
で
は

E
U
に
お
け
る
市
民
社
会
の
言
説
と
実
践
を
検
討
す
る
。

E
U
の
機
構
と
市
民
社
会
組
織

37 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
構
想
と
実
現
過
程
は
、
当
初
か
ら
国
家
間
協
定
に
の
み
と
ど
ま
る
も

性式公

エタティスム 多元主義

(フランス) (合衆国)

非公式メソコー マクロ・メソコー

ポラテイズム ポラテイズム

(イギリス) に(オランダ)

式公式公非

なし

ロピイングのみ

あり、参加

利益団体の政策

への組み込み

社会組織と政策スタイル (VanWaarden (1993: 195)を一部修正)図1
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の
で
は
な
か
っ
た
(
上
原
二

O
O
二
)
。
そ
の
こ
と
は
、
統
合
具
体
化
の
初
期
か
ら
、
社
会
組
織
が
一
定
の
役
割
を
果
た
す
枠
組
が
組

み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
も
表
れ
て
い
る
。

/'由、、

一
、-../

統
合
の
進
展
と
社
会
組
織

53巻1号

ま
ず
条
約
レ
ヴ
ェ
ル
の
動
向
を
概
観
し
て
お
こ
う
。
社
会
組
織
の
参
加
制
度
化
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
石
炭
鉄
鋼
共
同
体
に
さ
か
の
ぼ
る

(〉

5
2
8ロ加
M
O
O
N
)
。
共
同
体
設
立
条
約
は
一
八
条
で
諮
問
委
員
会
の
設
置
を
規
定
し
、
こ
れ
を
生
産
者
、
労
働
者
、
消
費
者
、
販

売
者
の
代
表
か
ら
な
る
も
の
と
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
初
期
の
統
合
が
新
機
能
主
義
戦
略
に
基
づ
い
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
自

然
で
あ
る
が
、
同
時
に
一
九
五
0
年
代
初
め
の
文
脈
に
お
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
経
済
社
会
協
議
会
を
そ
の
代
表
に
、
参
加
各
国
の
圏

内
秩
序
と
し
て
も
こ
の
種
の
機
能
主
義
的
諮
問
委
員
会
が
珍
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

ロ
ー
マ
条
約
で
は
こ
れ
を
、
つ
け
て
経
済
社
会
委
員
会
が
設
立
さ
れ
た
。

誌

一
九
五
七
年
の

雑
且4

ナ

一
九
六
0
年
代
か
ら
七
0
年
代
に
か
け
て
は
、
七
0
年
代
に
労
使
協
議
制
度
化
が
試
み
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
統
合
全
般
と
同
様
目

だ
っ
た
進
展
は
な
い
。
社
会
組
織
の
組
み
入
れ
の
動
き
が
再
活
性
化
し
た
の
は
ド
ロ

l
ル
委
員
長
の
下
で
の
十
年
で
あ
る
。
こ
の
時
期

に
中
心
と
な
っ
た
の
は
ま
ず
労
使
団
体
の
組
み
込
み
(
社
会
的
対
話
営
巳
巳
島
区
。
官
。
)
で
あ
り
、
ヴ
ア
ル
・
ド
ゥ
シ
ェ
ス
社
会
的
対

話
を
契
機
に
、
現
在
に
つ
な
が
る
労
使
協
議
枠
組
の
制
度
化
が
始
ま
っ
た
。

N
G
O
に
関
し
て
も
、
一
九
九
一
年
の
マ

l
ス
ト
リ
ヒ
ト

条
約
締
結
に
際
し
て
、
付
属
宣
言
書
二
三
「
慈
善
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
の
協
力
(
ロ

R
E怠
8

8

8
。
宮
B
E
S
三
岳
各
包
E
E
o

g
g己
主
。
ま
)
」
に
お
い
て
、
慈
善
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
財
団
と
の
社
会
福
祉
目
的
の
協
力
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
市
民
社
会
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
大
き
な
テ
l
マ
と
な
る
と
い
う
現
在
に
い
た
る
動
向
の
直
接
の
起
点
は
、
一
九
九
0
年

代
後
半
に
あ
る
。
統
合
の
進
展
と
と
も
に
、
社
会
ア
ク
タ
ー
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ヴ
ェ
ル
の
活
動
を
行
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
は
増
し
、
組

織
の
増
加
を
見
た
。
そ
し
て
、
ポ
ス
ト
・
マ

l
ス
ト
リ
ヒ
ト
の
政
府
開
会
議
に
向
け
て
活
発
な
ロ
ビ

l
活
動
も
展
開
さ
れ
た
。
に
も
か

法戸神



か
わ
ら
ず
、

一
九
九
七
年
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
条
約
で
は
市
民
社
会
の
位
置
付
け
は
示
さ
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
労
使
団
体
の
社
会

EUにおける「市民社会jとガヴァナンス:Iヨーロッパ公共空間の分有Jに向けて

的
対
話
に
対
し
て
準
立
法
権
限
を
持
た
せ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
こ
と
も
付
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
方
、
条
約
レ
ヴ
ェ
ル
の
動
き
と
は
別
に
、
行
政
実
践
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
動
き
も
こ
の
時
期
に
大
き
く
展
開
し
て
い
る
。
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
戦
略
と
し
て
市
民
社
会
対
話
(
丘
三
-
忌
色
。
官
。
)
が
浮
上
す
る
の
は
、
一
九
九
0
年
代
前
半
の
社
会
政
策
緑
書
・
白
書
を
め
ぐ
る

議
論
の
中
で
あ
る
。
そ
れ
に
続
く
一
九
九
六
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
が
一
応
の
画
期
を
な
す
(
〉

B
寄

gm

M
g
N
h
p
E
ω
-
Z
E
E
E
2
3
3
)
。

そ
し
て
一
九
九
七
年
に
は
、
社
会
経
済
ユ
ニ
ッ
ト
(
後
述
)

の
主
導
に
よ
り
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ヴ
ォ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
と
財
団
の
役

割
の
促
進
」
と
題
さ
れ
た
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
文
書
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
れ
以
降
、
市
民
社
会
組
織
、

N
G
O
、
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
め
ぐ
る
議
論
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
共
空
間
の
議
論
に
お
い
て
一
定
の
地
位
を
占
め
つ
づ
け
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
中
で
は
、
「
市
民
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
を
強
化
す
る
上
で
の
市
民
社
会
組
織
の
社
会
的
・
政
治
的
重
要
性
が
確
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の

N
G
O
と

の
関
係
が
レ
ヴ
ュ
ー
さ
れ
、
継
続
的
に
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
が
主
張
さ
れ
た
。
文
中
の
語
な
が
ら
市
民
社
会
対
話
と
い
う
概
念
も
用

い
ら
れ
、
「
各
国
当
局
と
の
政
策
対
話
お
よ
び
社
会
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
社
会
的
対
話
と
並
ぶ
」
も
の
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る

((リ開門

-
申
ヨ
喝
さ
。
こ
れ
に
対
し
て
は
経
済
社
会
委
員
会
(
内
開
∞
=
∞
¥
唱
∞
・
M
∞-
C
H
・-
3∞
)
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
(
。
同
門
戸
署
∞
¥
お
ぞ

ま唱
N
0
・0
斗・

3
唱
∞
)
、
地
域
委
員
会
(
。
同

n
-
3∞
¥
E
C
¥
5・
=
-
c
a
-
-
S
∞
)
の
そ
れ
ぞ
れ
が
好
意
的
な
意
見
を
明
ら
か
に
し
た
。
た
だ

し
、
全
体
と
し
て
こ
の
文
書
へ
の
反
響
は
小
さ
く
、

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
側
で
も
市
民
社
会
対
話
の
戦
略
は
雇
用
社
会
及
び
企
業
総
局
に

限
ら
れ
て
い
た
と
い
う
(
∞
S
U
B
S∞

MOON-
斗1
∞)。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
活
動
は
必
ず
し
も
自
明
で
は
な
か
っ
た
。
次
節
で
触
れ
る
と
お
り
、

E
U
の
政
策

N
G
O
に
と
っ
て
、

に
お
げ
る
N
G
O
の
位
置
付
け
に
は
領
域
ご
と
に
大
き
な
相
違
が
あ
る
。
ま
た
、
域
内
市
場
の
完
成
に
よ
り
営
利
企
業
が
加
盟
国
内
な

ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
位
置
付
け
に
関
し
て
は
法
規
定
の
統
一
化
・
相
互
承
認
は
成
り
立
つ

39 

ら
ば
自
由
に
活
動
し
う
る
の
に
対
し
て
、
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て
お
ら
ず
、
本
部
所
在
地
と
異
な
る
国
で
の
活
動
に
は
困
難
が
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

一
九
九
二
年
三
月
に
ヨ
l

ロ
ッ
パ
レ
ヴ
ェ
ル
の
協
同
組
合
、
互
助
協
会
、
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
法
人
格
を
規
定
す
る
法
案
を
発
表
し
(
。
同
の

3
S
¥沼
¥
ア
ピ
・

宏・

3
氾
)
、
経
済
社
会
委
員
会
(
O
同
内

3
S
¥
M
M凶
¥UN・
2
・2
・3
S
)
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
(
。
』
内

3
S
E
N
¥∞少

G
・
S
・
-
唱
ヨ
)

一
九
九
三
年
七
月
に
は
修
正
提
案
が
示
さ
れ
た
(
C
同
門

3
8
¥邸
宅
-
)
。
し
か
し
理
事
会
レ
ヴ
ェ
ル
で
、
立
法
は

の
意
見
を
経
て
、

頓
挫
し
た
。
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こ
の
よ
う
な
状
況
に
刺
激
を
与
え
た
の
は
、
逆
説
的
だ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

N
G
O
の
活
動
を
危
殆
に
さ
ら
す
出
来
事
で
あ
っ
た
。
そ
れ

誌

は
、
保
守
党
政
権
の
も
と
に
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
が
、
社
会
的
な
排
除
の
是
正
の
た
め
に
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
N
G
O
に
支
払
わ
れ
た
予

算
の
合
法
性
を
争
っ
た
訴
訟
で
あ
る
。
一
九
九
八
年
の
判
決
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
に
よ
る
当
該
支
出
項
目
の
追
加
は
十
分
な
法
的
基

礎
を
持
た
な
い
と
し
、
当
該
項
目
に
加
え
、
そ
の
他
の
行
動
に
つ
い
て
も
共
同
体
立
法
に
よ
る
明
確
な
法
的
基
礎
が
必
要
で
あ
る
と
し

雑

た
。
こ
の
た
め
八
億
ユ

l
ロ
に
及
ぶ

N
G
O
向
け
予
算
が
一
時
凍
結
さ
れ
た
。
年
末
ま
で
に
凍
結
は
ほ
と
ん
ど
解
除
さ
れ
た
も
の
の
、

こ
の
事
件
が

N
G
O
の
一
部
か
ら
の
公
式
制
度
化
さ
れ
た
位
置
付
け
の
要
求
に
つ
な
が
っ
て
い
く
(
∞
E
g
g
m
M
O
O
N
-
?
?
〉

S'

且'-
ナ法

∞四円。ロ加

N
O
O
N
-
-
N
f
k
g品
。
再
自
門
目
当
巳
∞

S
N
O
O
N
-
ム)。

こ
の
よ
う
な
展
開
を
基
礎
に
二

0
0
0
年
の
ニ

l
ス
条
約
に
お
い
て
は
、
経
済
社
会
委
員
会
の
地
位
に
関
す
る
規
定
が
修
正
さ
れ

戸神

「
委
員
会
は
組
織
さ
れ
た
市
民
社
会
の
様
々
な
経
済
的
・
社
会
的
要
素
を
代
表
す
る
」
と
、
初
め
て
「
市
民
社
会
」
の
語
が
条
約
上
取

り
入
れ
ら
れ
た
(
二
五
七
条
)
。
更
に
欧
州
諮
問
会
議
に
対
し
て
も
、
経
済
社
会
委
員
会
や
N
G
O
は
「
市
民
社
会
」
を
め
ぐ
り
活
発

に
発
言
し
、
草
案
四
六
条
「
参
加
民
主
主
義
の
原
則
」
二
項
に
お
い
て
、
「
E
U
の
諸
機
関
は
代
表
性
を
持
つ
諸
結
社
や
市
民
社
会
と

の
聞
に
聞
か
れ
た
。
透
明
な
定
期
的
対
話
を
維
持
す
る
も
の
と
す
る
」
と
規
定
さ
れ
た
(
内
O
Z〈
∞
N
C
¥
8
・
選
斗
¥
-
¥
C
M

何
回
〈
同
)
。

一
旦
頓
挫
し
た
ア
ソ
シ
l
エ
l
シ
ョ
ン
規
則
に
関
し
て
も
進
展
が
見
ら
れ
る
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
条
約
の
発
効
に
と
も
な
う

ま
た
、

条
約
上
の
基
礎
の
変
更
を
う
け
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
は
一
九
九
九
年
十
月
に
改
め
て
決
議
を
確
認
し
た
が
、

ニ
l
ス
条
約
の
締
結
準
備



EUにおける「市民社会」とガヴァナンス:Iヨーロッパ公共空間の分有jに向けて

や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ヴ
ェ
ル
の
会
社
設
立
に
関
す
る
法
案
が
優
先
さ
れ
、
具
体
的
成
果
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
二

O
O
二
年
後

半
に
、
議
長
国
デ
ン
マ
ー
ク
が
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
対
し
て
改
め
て
立
案
を
依
頼
し
、

N
G
O
と
の
協
議
の
下
で
策
定
さ
れ
た
草
案
が
現

在
各
国
代
表
に
付
託
さ
れ
て
い
る

(
r
n
s
~
さ凡
n
F
hア
玄
3司
N
C
C凶
ゅ

5
ー
=
一
宮
号
一

¥
¥
2
5
3・2
・百円

¥
8
5
5
¥
g件。号ュ
8
¥
8
5官。，

D
O
Z
E
E司¥。。。司¥∞
g
g
g∞¥∞
S
E
E
-
Z
E
)
。
ま
た
、
協
同
組
合
に
関
す
る
規
則
は
ま
も
な
く
採
択
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
(
国
間
C

C
中
ピ
ロ
タ

肘
巴

g
c
a
N
2
Z
)
。

一
一、、---

政
策
分
野
単
位
の
組
み
入
れ

一
九
九
0
年
代
後
半
以
降
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ヴ
ェ
ル
の
言
説
に
お
い
て
は
、
「
市
民
社
会
」
が
確
固
と
し
た
地
歩

を
占
め
る
に
い
た
っ
た
。
で
は
、
具
体
的
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ヴ
ェ
ル
の
市
民
社
会
組
織
は
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
(
と
'

以
上
の
よ
う
に
、

宮
門
宮
司
自
込
者
-
z
s
N
O
O
N
)

。

環
境
、
開
発
、
人
権
、
社
会
政
策
と
大
き
く
分
け
て
四
つ
の
領
域
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

N
G
O
活
動
の
中
心
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
が
、

N
G
O
の
政
策
過
程
へ
の
組
み
入
れ
が
最
も
進
展
し
て
い
る
の
は
環
境
政
策
の
分
野
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ヴ
ェ
ル
の
代
表
組
織
と

W
W
F
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
な
ど
か
ら
な
る
。
5
8
l∞
が
機
能
し
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ヴ
ェ
ル
規
制
に
お
い
て
も
明
示
的
に
位
置

し
て
、

付
け
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

一
九
九
七
年
の
理
事
会
・
議
会
決
定
を
、
つ
け
て
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
環
境
N
G
O
の
活
動
促
進
を
定

め
た
二

O
O
一
年
末
ま
で
の
行
動
計
画
を
策
定
し
た
。
そ
こ
で
は
、
諮
問
会
合
や
公
聴
会
へ
の
代
表
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
「
環
境

政
策
の
形
成
過
程
の
す
べ
て
の
段
階
に
お
け
る

N
G
O
の
体
系
的
な
組
み
入
れ
の
促
進
」
が
目
指
さ
れ
て
い
る

(
〉
『
片
付
-
o
H
・
5
。
こ

の
う
ち
当
初
三
年
間
の
資
金
供
与
は
外
部
評
価
に
付
さ
れ
、
概
ね
肯
定
的
に
評
価
さ
れ
た
(
向
。
ζ
c
o
o
-
)
出
斗
旨
巳
¥
ド

3
・
5
・

N
c
o
c
o
こ
の
レ
ヴ
ュ

l
に
基
づ
く
、
修
正
を
経
て
、
環
境
N
G
O
の
活
動
促
進
が
理
事
会
お
よ
び

E
U議
会
に
よ
り
再
び
決
定
さ
れ

41 

た

(
C】
円
斗
p
-
a・
8

・8
C
M
)
。
環
境
N
G
O
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
だ
け
で
は
な
く
、
基
幹
経
費
支
出

(
8
5
E
E
E
m
)
も
相
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対
的
に
は
十
分
に
支
給
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
総
局
長
や
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
と
の
定
期
協
議
を
行
っ
て
い
る
他
、
五
O
を
こ
え
る
専
門

家
委
員
会
に
参
加
し
て
い
る
。

開
発
政
策
に
お
け
る

N
G
O
の
役
割
も
同
様
に
長
い
歴
史
を
持
つ
。

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
一
九
七
六
年
に
「
開
発

N
G
O
と
コ
ミ
ッ
シ

ヨ
ン
の
リ
エ
ゾ
ン
委
員
会

(
C
L
O
N
G
)
」
を
設
立
し
た
。
こ
れ
は
ほ
ぼ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
の
資
金
の
み
で
成
立
し
た
も
の
だ

53巻1号

が
、
現
在
は
十
五
ヶ
国
の
九
O
O
の
組
織
を
包
括
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る

ー
ロ
が
開
発
協
力
に
お
け
る

N
G
O
に
支
出
さ
れ
て
い
る
。

N
G
O
側
か
ら
は
「
現
在
の
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と

N
G
O
の
関
係
は
両
義
的

で
あ
る
・
:
我
々
は
政
策
対
話
に
お
け
る
正
統
な
開
発
政
策
主
体
と
み
な
さ
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
不
満
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
(
回
O
Z
U

(kz色
。
司
自
弘
司
己
∞
S
N
O
O
N
)
。
ま
た
年
間
で
十
億
ユ

日主

ロ
メ
協
定
の
期
限
切
れ
に
と
も
な
っ
て
ア
フ
リ
カ
、
カ
リ
ブ
海
、
太
平
洋
諸
国
と
二

0
0
0
年
に
結
ぼ
れ
た
コ
ト
ヌ
協

定
(
内

2
3
8
〉

m
8
0
5
8円
)
で
は
、
第
二
条
「
基
本
原
則
」
及
び
第
六
条
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
主
体
」
に
お
い
て
、
市
民
社
会

組
織
を
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
中
に
組
み
入
れ
る
こ
と
を
謡
っ
て
い
る
。

M
g
N
一
凶
)
、

雑
且ん

ナ

一
方
、
人
権
の
分
野
に
お
け
る
結
び
つ
き
は
よ
り
弱
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ヴ
ェ
ル
組
織
と
し
て
は
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
な
ど
か
ら
な
る
人

法戸

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
の
結
び
つ
き
も
制
度
化
に
は
乏
し
い
。

こ
の
他
、
最
近
に
な
っ
て
市
民
社
会
組
織
と
の
接
触
を
深
め
た
の
が
貿
易
政
策
で
あ
る
。
伝
統
的
に
は
必
ず
し
も

N
G
O
と
の
関
係

の
深
い
分
野
で
は
な
か
っ
た
が
、
ジ
ユ
ネ
i
ヴ
W
T
O
閣
僚
会
議
の
際
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
う
け
、
シ
ア
ト
ル

W
T
O
閣
僚

会
議
を
前
に
当
時
の
ブ
リ
タ
ン
委
員
が
労
組
、
経
営
者
と
と
も
に
市
民
社
会
代
表
と
の
諮
問
会
合
を
行
っ
た
。
そ
し
て
全
総
局
中
初
め

て
の
「
市
民
社
会
リ
エ
ゾ
ン
担
当
官
」
が
設
置
さ
れ
、
ブ
リ
タ
ン
に
続
く
ラ
ミ

l
委
員
は
彼
の
官
房

(g窓
口
2
)
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人

を
こ
れ
に
充
て
た
。
更
に
、
四

N
G
O
団
体
の
代
表
、
消
費
者
団
体
、
労
資
、
経
済
社
会
委
員
会
か
ら
な
る
「
市
民
社
会
コ
ン
タ
ク
ト

グ
ル
ー
プ
」
が

W
T
O
閣
僚
会
議
の
二
ヶ
月
前
に
設
置
さ
れ
、
こ
の
代
表
が
シ
ア
ト
ル
へ
の

E
U
代
表
団
に
も
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ

権
コ
ン
タ
ク
ト
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
の
み
で
あ
り
、

神

た
。
以
後
も
公
式
非
公
式
の
コ
ン
タ
ク
ト
は
続
い
て
い
る
。



社
会
政
策
に
関
連
す
る
領
域
で
の
最
初
の
動
き
は
、
雇
用
・
社
会
問
題
総
局
で
は
な
く
、
企
業
総
局
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
企
業
活

EUにおける「市民社会」とガヴァナンス:Iヨーロッパ公共空間の分有」に向けて

動
の
自
由
化
に
よ
っ
て
、
非
営
利
活
動
を
行
う
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
協
同
組
合
な
ど
の
立
場
に
影
響
が
与
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ド
ロ

l
ル
委
員
長
の
下
で
の
市
場
統
合
の
進
展
と
と
も
に
、
「
社
会
的
次
元
」
が
重
要
性
を
ま
す
に
つ
れ
、
い
わ
ゆ
る
第
三
セ
ク
タ
ー

部
門
を
中
心
と
す
る
非
営
利
社
会
活
動
が
政
策
対
象
と
し
て
明
確
化
さ
れ
始
め
た
。
一
九
八
九
年
に
は
企
業
総
局
内
に
社
会
的
経
済
ユ

ニ
ッ
ト
が
設
置
さ
れ
、
一

0
年
間
に
六
回
の
社
会
経
済
会
議
を
開
催
し
た
。
し
か
し
、
一
九
九
四
年
に
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
提
案
し
た
三

年
間
に
わ
た
る
多
年
時
行
動
計
画
は
理
事
会
の
決
定
に
は
至
ら
ず
、
二

O
O
O
年
の
再
編
に
と
も
な
い
、
手
工
業
、
中
小
企
業
と
同
じ

部
署
に
統
合
さ
れ
た
(
内
貝
U
M
o
o
-
ω
)
。
社
会
的
経
済
ユ
ニ
ッ
ト
の
最
大
の
業
績
の
一
つ
が
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
自
発
的
組
織
と

財
団
の
役
割
の
促
進
」

の
公
表
で
あ
る
。
さ
ら
に
二
0
0
0
年
に
は
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ペ
イ
パ

l

「
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と

N
G
O
一
よ

り
強
固
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構
築
」
が
発
表
さ
れ
た
。

」
の
領
域
に
お
い
て
は
、

一
九
九
四
年
以
降
の
非
公
式
諮
問
の
後
、

一
九
九
八
年
に
は
、
「
協
同
組
合
、
相
互
扶
助
組
織
、

ア
ソ
シ

エ
l
シ
ョ
ン
及
び
財
団
に
関
す
る
諮
問
委
員
会
(
の
の
の
冨
〉
?

内。ロ∞ロ

-sz志
向
。

B
5
5
0
沙
門
円
。
。
間
百
円
邑
5
P
冨
ロ
宮
包
∞
。
s
w
E
o
p

〉
E
2
5
5ロ
∞
自
己
司
。

sets)」
が
設
立
さ
れ
た
(
。
』
「
∞
C
¥
2
・
5
・
凶
・
唱
∞
)
。
二

O
O
O
年
一

一
月
に
は
こ
の
後
継
組
織
と
し

て
、
よ
り
自
立
性
を
も
っ
た
常
設
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
議
(
司
貝
v
n冨
〉
明
)
が
設
立
さ
れ
(
門
担
n
M
o
o
-
σ
)
、
そ
こ
か
ら
は
二
名
が
代
表
と

し
て
公
式
諮
問
機
関

(
O同
F

N

∞凶
¥ω
少

-
0
・=
-
N
C
C
C
)

「
企
業
政
策
グ
ル
ー
プ
」
(
現
在
三
四
名
)
に
出
席
し
て
い
る
。

雇
用
・
社
会
総
局
が
担
当
す
る
領
域
で
同
種
の
組
織
が
出
来
た
の
は
よ
う
や
く
一
九
九
六
年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
り
、

一
七
の
組
織

か
ら
な
る
「
社
会
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

(司

z
s
r
s
え
吾
o
E
8苦
言
∞
。
巳
巳

Z
O
O∞
)
」
が
設
立
さ
れ
た
。
し
か
し
内
部
で
の
見
解

の
相
違
は
大
き
く
、

一
九
九
九
年
に
は
内
部
規
定
と
し
て
決
定
を
コ
ン
セ
ン
サ
ス
方
式
と
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
自
ら
「
プ
ラ
ツ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
活
動
領
域
を
め
ぐ
る
議
論
は
補
完
性
を
め
ぐ
る
加
盟
国
間
の
争
い
に
奇
妙
な
ほ
ど
似
て
い
る

(〉

-E品
。
再

m
E
dモロ問。ロ

43 

N
O
O
ド
凶
)
」
と
す
る
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
の
故
に
か
逆
に
制
度
化
へ
の
意
欲
は
強
い
。

一
九
九
六
、
九
八
年
の
二
度
に
わ
た
る
コ
ミ
ッ
シ
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ヨ
ン
主
催
の
社
会
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
経
て
、
雇
用
・
社
会
問
題
総
局
と
の
聞
に
は
年
二
度
の
定
期
協
議
を
行
う
こ
と
が
合
意
さ
れ
て

い
る
。

市
民
社
会
概
念
の
定
着
と
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
化

53巻l号

以
上
に
概
観
し
た
よ
う
に
差
異
は
小
さ
く
な
い
も
の
の
、
い
く
つ
か
の
政
策
領
域
で
は
、
市
民
社
会
組
織
の
組
み
入
れ
が
制
度
化
さ

れ
て
い
く
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
近
年
で
は
市
民
社
会
組
織
と
の
接
触
を
深
め
る
方
向
が
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
全
体
や
経
済

社
会
委
員
会
に
よ
っ
て
も
提
示
さ
れ
て
い
る
。
本
節
で
は
そ
の
よ
う
な
戦
略
の
特
徴
と
意
味
を
検
討
す
る
。

同志

〆'戸、、、

一
、、./

経
済
社
会
委
員
会
と
市
民
社
会
の
定
義

雑

市
民
社
会
と
の
接
触
を
深
め
よ
う
と
す
る
戦
略
に
お
い
て
最
大
の
問
題
は
、
ア
ク
タ
ー
が
多
様
で
あ
る
点
に
あ
る
。
代
表
性
の
問
題

が
あ
る
と
は
い
え
、
ま
が
り
な
り
に
も
輪
郭
の
つ
か
み
や
す
い
労
使
団
体
と
は
大
き
く
異
な
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ヴ

ェ
ル
の
議
論
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
経
済
社
会
委
員
会
の
提
起
し
た
「
組
織
さ
れ
た
市
民
社
会
」
の
概
念
で
あ
る
。

経
済
社
会
委
員
会
は
、
自
ら
を
中
心
と
し
た
、
市
民
社
会
と
の
直
接
の
チ
ャ
ネ
ル
の
制
度
化
に
積
極
的
で
あ
る
。
特
に
こ

0
0
0
年

一
九
九
九
年
に
は
自
ら
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
で
意
見
を
採
択
す
る
と
と
も
に
、
二
度
に
わ
た
り
会
議
を

~ 

ナ法戸ネ申

末
の
条
約
改
正
を
前
に
し
て
、

開
催
し
た
。
こ
れ
ら
を
通
じ
、
経
済
社
会
委
員
会
は
市
民
社
会
を
め
ぐ
る
議
論
を
自
ら
の
地
位
向
上
の
た
め
の
機
会
と
し
て
利
用
し
ょ

(〉

B
号。ロ
m
M
O
O
N
-
=
∞
)
。
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
「
組
織
さ
れ
た
市
民
社
会
」
を
架
橋
す
る
も
の
と
し
て
の
自
己
規
定
で
あ

る
(
何
回
凶

5
S
¥
N
O
O
ド
凶
)
。

経
済
社
会
委
員
会
の
議
論
に
お
け
る
市
民
社
会
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
開
開
∞
内

(
3
3
と
は
市
民
社
会
の
構
成
要

素
と
し
て
、
多
元
性
、
自
律
性
、
連
帯
、
公
的
意
識
、
参
加
、
教
育
、
責
任
、
補
完
性
を
挙
げ
る
。
そ
し
て
具
体
的
な
組
織
と
し
て
、

う
と
し
た



EUにおける「市民社会Jとガヴァナンス:Iヨーロッパ公共空間の分有jに向けて

労
使
団
体
、
そ
の
他
の
社
会
経
済
利
益
代
表
、

N
G
O
、
青
年
組
織
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
(
内
図
。

R
8
B
E
E
S』
g∞注
21

宮
E
S
E
S∞
)
、
宗
教
的
共
同
体
が
含
ま
れ
る
と
す
る
。
こ
の
文
章
で
は
使
わ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
こ
こ
で
の
イ
メ
ー
ジ
を
良
く
表
す

の
が
、
回
出
一
円

(
3
3
σ
)
以
後
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
な
る
「
組
織
さ
れ
た
市
民
社
会
」
の
語
で
あ
る
。
市
民
社
会
に
様
々
な
組

織
の
形
態
が
あ
り
う
る
こ
と
は
認
め
つ
つ
も
、
「
一
定
の
基
本
的
な
組
織
機
構
を
持
ち
、
質
的
に
も
量
的
に
も
そ
の
特
定
の
セ
ク
タ
ー

を
代
表
す
る
組
織
の
み
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
に
積
極
的
な
貢
献
を
な
し
う
る
(
開
肘
∞
内

3
3
。
一
∞
)
」
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
ア
ク
タ
ー
に
必
ず
し
も
共
有
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
社
会
党
の
セ
ミ
ナ
ー
に
出
席
し
た

N
G
O
代
表
が
そ
れ
ま
で
の
発
言
を
聞
い
て
、
「
私
は
今
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
危
機
に
陥
っ
て
い

(
〉
冒
色
。
同

M
o
o
-
こ
と
し
、
「
我
々
が
組
織
さ
れ
た
市
民
社
会
の
語
で
意
味
し
て
い
る
の
は
、
何
人
か
の
発
言
者
の
述
べ
た
よ
う

も
っ
と
も
こ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
は
、

るな
不
定
形
な
マ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
何
の
関
係
も
な
い

(
E
P
)
」
と
批
判
し
て
い
る
の
は
こ
の
点
を
良
く
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
特

に
経
営
者
団
体
に
つ
い
て
そ
の
市
民
社
会
ア
ク
タ
ー
と
し
て
の
位
置
付
け
を
否
定
す
る
意
見
も
あ
る

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
も
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
り
、
公
式
の
文
書
に
お
い
て
中
心
的
な
位
置
を
し
め

(開開∞

(
U
3
。。
σ)
。

る
こし
とか
にし
なこ
る互の
疋

式
は

市
民
社
会
の
「
代
表
性
」

こ
の
よ
う
に
、
市
民
社
会
を
組
織
の
集
合
と
し
て
理
解
し
た
場
合
に
、
ど
の
組
織
が
ど
の
よ
う
な
回
路
で
参
加
す
る
か
が
問
題
と
な

.---、

一
一、、ー，〆

る
。
こ
の
点
、
経
済
社
会
委
員
会
は
自
ら
を
、
「
委
員
会
は
市
民
社
会
組
織
の
代
表
と
し
て
の
特
別
な
役
割
を
、
そ
の
制
度
的
な
地
位

と
付
託
、
及
び
そ
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
に
遡
る
こ
と
が
出
来
る
宙
開
∞
内

3
3
p
5
)
」
と
位
置
付
け
、
中
心
的
役
割
を
果
た
そ
う
と

し
て
い
る
。

45 

こ
れ
に
は

N
G
O
か
ら
の
批
判
が
強
い
。
例
え
ば
、
社
会
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
経
済
社
会
委
員
会
の
こ
の
よ
う
な
主
張
を
現
状
で
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は
認
め
が
た
い
と
し
、
「
第
三
グ
ル
ー
プ
が
、
現
在
の
よ
う
に
そ
の
多
く
が
正
確
に
は
雇
用
者
と
呼
ぴ
う
る
よ
う
な
状
態
に
あ
る
の
で

は
な
く
、
よ
り
明
確
に
市
民
社
会
を
代
表
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る

(kF色
。
司
M
o
o
-
)
」
と
改
革
を
要
求
す
る
。
ま
た
、
経
済
社
会

面
O
Z
U
M
o
o
-
一
色
)
。
経
済
社

委
員
会
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
方
式
が
意
見
の
多
様
性
を
不
必
要
に
縮
減
し
て
し
ま
う
と
の
批
判
も
あ
る

会
委
員
会
側
か
ら
は
、
委
昌
ハ
会
メ
ン
バ
ー
の
選
定
は
加
盟
国
の
権
限
で
あ
る
と
す
る
弁
明
が
な
さ
れ
る
一
方
(
第
三
グ
ル
ー
プ
の
前
代

表
に
よ
る
発
言
)
宙
開
閉
山
内

3
3
σ
)
、
市
民
社
会
組
織
の
代
表
を
よ
り
広
範
に
組
み
入
れ
る
方
途
の
模
索
が
宣
言
さ
れ
て
い
る
宙
開
∞
一
円

53巻1号

N
c
o
c
-
-
C
)
。

し
か
し
、

N
G
O
側
の
主
張
も
磐
石
で
は
な
い
。
問
題
は
、
サ
イ
ズ
や
継
続
性
に
重
点
の
あ
る
組
織
だ
け
で
は
な
く
、
柔
軟
性
や
ス

誌

ピ
l
ド
を
旨
と
す
る
組
織
が
市
民
社
会
に
含
ま
れ
る
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
組
織
の
代
表
性
を
数
的
な
基
準
で
捉
え
る
こ
と
は
出
来

な
い
。
経
済
社
会
委
員
会
主
催
の
一
九
九
九
年
の
会
議
に
お
い
て
も
出
席
者
か
ら
は
、
代
表
性
と
は
数
的
基
準
の
み
に
よ
る
の
で
は
な

く
、
活
動
の
質
や
専
門
性
に
も
依
拠
す
る
も
の
だ
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
て
い
た
宙
開
∞
内

3
3
竺
土
)
。

実
際
、
自
ら
の
参
加
の
機
会
拡
大
を
求
め
る

N
G
O
側
の
主
張
に
は
必
ず
し
も
代
表
性
は
含
ま
れ
な
い
。
∞
。

g-
望
。
門
向
。
5
(
N
o
c
-
-

雑
;>>L. 
寸 a法

ム
)
は
「
全
て
の

N
G
O
に
適
用
し
う
る
『
代
表
性
』

の
単
一
の
基
準
を
作
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
・
:
代
表
性
の
み
で
は

N
G
O
の

良
い
実
践
を
測
る
た
め
の
十
分
に
正
確
か
つ
適
切
な
基
準
と
は
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
代
わ
り
、
例
え
ば
開
発
N
G
O
の

戸神

要
求
に
お
い
て
民
主
的
シ
ス
テ
ム
の
基
礎
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
透
明
性
、
答
責
性

(RgSEv--石
)
、
実
効
性
、
応
答
性
(
話
回
司

g
z

m守
g
g
m
)
で
あ
る
(
Q
b
Z
0
2
巳
-
-
N
C
C
M
一
凶
)
。
こ
れ
は
コ
ト
ヌ
協
定
の
六
条
二
項
に
お
い
て
、
「
非
政
府
主
体
の
承
認
は
、
住
民

の
ニ

l
ズ
に
対
応
す
る
度
合
、
そ
の
固
有
の
能
力
、
そ
し
て
民
主
的
か
つ
透
明
に
組
織
・
運
営
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
る
」
と
さ

れ
て
い
る
の
を
基
礎
と
し
て
い
る
。

N
G
O
の
「
代
表
性
」
基
準
へ
の
警
戒
は
、
内
関
門
(
N
O
O
N
)
に
対
し
「
よ
り
厳
密
で
は
な
い

の
ヴ
イ
ジ
ョ
ン
」
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
を
歓
迎
す
る
見
解
を
発
表
し
た

N
G
O
が
あ
る
こ
と
に
も
表
れ
て
い
る

代

表
性
』

(
内
巴
)
〉
凸

NOON)
。
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条
約
上
の
基
礎
を
も
っ
社
会
的
対
話
手
続
に
お
い
て
も
代
表
性
は
重
要
な
争
点
で
あ
り
、
中
小
企
業
者
団
体
で
あ
る

U
E
A
P
M
E

が
社
会
的
対
話
手
続
を
通
じ
た
立
法
の
無
効
を
訴
え
る
に
至
っ
た
(
〉
B
S
g
m
N
O
O
N
-
-
Nム
l
H
N
m
)
O

第
一
審
裁
判
所
は
、

U
E
A
P

M
E
の
原
告
適
格
を
否
定
す
る
と
同
時
に
、
立
法
手
続
を
検
討
し
た
上
で
そ
の
正
統
性
を
確
認
し
た
が
、
今
後
の
立
法
手
続
に
お
い
て

十
分
な
代
表
性
が
担
保
さ
れ
て
い
な
い
場
合
の
訴
訟
の
可
能
性
を
排
除
し
て
は
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
経
験
を
踏
ま
え
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

労
働
組
合
総
連
合
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
産
業
・
使
用
者
団
体
連
合
は
、
市
民
社
会
団
体
が
自
ら
「
代
表
性
」
の
基
準
を
構
築
す
る
こ
と
を
求

め
て
い
る

(
肘
肘
∞
《
U
3
3
7
h
H
C
l
h
=
)

。

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
市
民
社
会
組
織

一
方
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
も
、
経
済
社
会
委
員
会
な
ど
の
動
き
と
は
独
立
に
、
市
民
社
会
組
織
と
の
対
話
を
制
度
化
す
る
方
向
に
進
ん
で

い
る
。
二

0
0
0
年
に
は

N
G
O
と
の
よ
り
強
固
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
タ
イ
ト
ル
に
掲
げ
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ペ
イ
パ

l
が
公

/"ー、、

一一一、、d〆

表
さ
れ
(
内
開
n
N
C
C
C
)
、
さ
ら
に
『
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
白
書
』
で
は
中
心
的
テ
l
マ
の
一
つ
に
市
民
社
会
の
組
み
入
れ
が
取
り
上
げ
ら
れ

た
(
内
開
n
M
o
o
-
円

Y
E
-
-∞
)
。
社
会
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
『
白
書
』
に
対
し
歓
迎
の
声
明
を
発
し
て
い
る
よ
う
に
(
宮
号
一
¥
¥
当
者
名
・

8
立
包
主
主
。

5
・2
m
¥
8号
¥
g
¥司
S
I
B
-
0・2
1
E
l官
o
g
O
H
M
a
)
、
こ
の
よ
う
な
動
向
は

N
G
O
に
も
歓
迎
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
『
白

書
』
そ
れ
自
体
は
欧
州
諮
問
会
議
の
設
置
に
よ
り
影
が
薄
く
な
っ
た
が
、
条
約
レ
ヴ
ェ
ル
に
至
ら
な
い
行
政
実
践
上
の
枠
組
整
備
の
動

き
は
進
め
ら
れ
て
い
る
。
諮
問
委
員
会
と
そ
こ
に
参
加
す
る
団
体
の
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
で
あ
る

C
O
N
E
C
C
S
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

(
F
与
一

¥
¥
2
5
3・2
・E
¥
8
5
5
¥巳
忌
|
∞

2
5
K
8
5
。2
¥宮内回
alg-FS)
が
設
置
さ
れ
た
他
、
「
諮
問
と
対
話
の
文
化
を
強
化
す
る
た
め
に
」

と
題
さ
れ
た
提
案
が
公
に
さ
れ
(
内
貝
U
N
O
O
M
m
)
、
諸
団
体
か
ら
の
意
見
を
受
け
て
こ
れ
を
修
正
決
定
す
る
な
ど
の
措
置
が
採
ら
れ
て

しE

る

(
門
担
n
N
C
C
M
σ
)

。
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(ロ)

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
市
民
社
会
組
織
の
組
み
入
れ
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
た
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
の
推
進
勢
力
と
し
て
の
役
割
で
あ
る
。
先
に
あ
げ

た
よ
う
に
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
C
L
O
N
G
を
設
立
し
た
の
も
そ
の
例
で
あ
る
。
社
会
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
「
N
G
O
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
組
織
さ
れ
る
こ
と
で
、
各
国
の
加
盟
国
体
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
思
考
の
出
現
を
刺
激
す
る

N
G
O
に
対
し
て
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
期
待
す
る
役
割
の
一
つ
は
、

(∞
2
E
2
R
E
 

向。5
8

0

N

)

」
と
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
N
G
O
自
身
に
よ
っ
て
も
認
め
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

ま
た
、
第
二
節
で
概
観
し
た
と
お
り
、
開
発
政
策
や
環
境
政
策
な
ど
、

N
G
O
の
組
み
入
れ
が
個
別
の
政
策
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実

53巻I号

効
性
や
正
統
性
の
観
点
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
分
野
も
あ
る
。

し
か
し
、
現
在
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
進
め
て
い
る
の
は
、
全
体
と
し
て
市
民
社
会
組
織
と
の
接
触
を
構
造
化
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ

る
。
よ
り
マ
ク
ロ
な
テ
l
マ
と
し
て
、
そ
こ
に
顕
在
化
す
る
の
が
、
「
正
統
性
を
直
接
に
担
保
す
る
手
段
と
し
て
の
市
民
社
会
と
の
接

誌

触
」
と
「
社
会
組
織
組
み
入
れ
に
よ
る
ガ
ヴ
ア
ナ
ン
ス
の
総
体
的
向
上
」
と
い
う
こ
つ
の
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。

雑

例
え
ば
、
プ
ロ
デ
ィ
委
員
長
は
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
と
一
一
一
白
う
語
を
用
い
、
こ
れ
を
「
市
民
社
会
と
他
の
ア
ク
タ
ー
の

学

新
し
い
分
業
主
)
」
と
位
置
付
け
、
こ
れ
に
よ
っ
て
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
民
主
主
義
は
よ
り
直
接
的
に
、
よ
り
参
加
型
に
な
る
(
凶
)
」
と
し

て
い
る
(
司
8
島

N
8
0
)
。
こ
の
部
分
の
み
を
一
見
す
る
と
「
市
民
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
と
い
う
正
統
性
の
確
保
に
重
点
が
あ
る
よ
う
だ

が
、
こ
の
よ
う
な
参
加
の
言
説
は
全
体
と
し
て
ガ
ヴ
ア
ナ
ン
ス
H

実
効
的
な
政
策
の
実
現
と
い
う
議
論
の
枠
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
実
際
こ
れ
に
続
く
の
は
「
市
民
社
会
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
に
参
加
す
る
最
良
の
方
法
は
、

集
権
的
に
組
織
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
の
組
織
で
は
な
く
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
と
イ
シ
ュ
ー
ご
と
の
積
極
的
活
動
g
A
E
Z
ヨ
(
凶
)
に

法戸神

よ
っ
て
で
あ
る
」
と
い
う
く
だ
り
で
あ
る

(
強
調
は
す
べ
て
原
文
)
。

こ
の
よ
う
な
効
率
化
の
要
請
か
ら
浮
上
す
る
の
が
有
意
性

(
E
2
gミ
)
の
概
念
で
あ
る
。
内
関
門

(
N
C
C
N
)

は
諮
問
手
続
へ
の
参
加

者
に
関
し
、
「
開
放
的
な
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
の
原
則
に
従
っ
た
包
括
的
(
百
己

g
守
0
)

な
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
採
る
と
し
て
い
る
も
の
の
、

そ
の
後
に
、
諮
問
プ
ロ
セ
ス
に
先
立
っ
て
タ
ー
ゲ
ッ
ト
集
団
は
明
確
に
定
義
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
、

コ
ミ
、
ツ
、
ン
ヨ
ン
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は
有
意
な
当
事
者
か
ら
の
入
力
を
積
極
的
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
留
保
が
あ
る
。
こ
の
概
念
が
か
な
り
限
定
的
な
意
味
を

持
ち
う
る
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
政
府
が
、
諮
問
手
続
は
「
必
ず
し
も
開
放
的
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
指
摘
し
、

事
前
の
選
定
を
行
う
の
で
は
な
く
、
「
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
単
純
に
、
関
心
の
あ
る
当
事
者
が
自
ら
を
自
己
定
位
す
る
に
任
せ
」
れ
ば
よ

(巴∞。。〈
O
E
B
o
z
-
M
O
O
N
-
h
H
)
0

ま
た
、
経
済
社
会
委
員
会
の
主
張
に
も
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
重
視
の
色
彩
は
強
い
。
そ
の
際
に
援
用
さ
れ
る
の
が
、
「
機
能
的
補
完
性

(
胆
忠
一
向

3
3
σ
一
以
)
。
例
え
ば
欧
州
諮
問
会
議
に
宛
て
た
意
見
書
の
中
で
は
「
市
民

い
と
コ
メ
ン
ト
し
て
る
こ
と
に
も
明
ら
か
で
あ
る

(
P
R
E
S巴
E
Z
E
Eユ
司
)
」

の
概
念
で
あ
る

社
会
対
話
の
要
求
は
民
主
主
義
と
補
完
性
に
拠
る
も
の
で
あ
る
・
:
決
定
の
準
備
過
程
に
誰
が
組
み
込
ま
れ
る
べ
き
か
を
考
え
る
際
に

は
、
領
域
的
な
(
垂
直
的
)
補
完
性
ば
か
り
で
は
な
く
、
機
能
的
な
(
水
平
的
)
補
完
性
も
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ

(
内
開
∞

5
S
¥
N
O
O
N
-

凶
)
、
こ
の
概
念
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
の
新
し
い
形
態
に
道
を
開
く
も
の

宙
開
∞
内

M
O
O
-
唱
者
。
同
庁

回

F
8
p
n。
自
己
言
。
5
・
N
)
」
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
か
ら
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

N
G
O
を
ア
ド
ヴ
ォ
カ
シ
i
も
し
く
は
自
助
に
限
る
こ
と
な
く
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ

ョ
ナ
ル
な
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
に
制
度
化
さ
れ
た
形
で
組
み
込
も
う
と
す
る
動
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
方
向
性
に
は
一
つ
の
難
聞
が
あ

る。
(
四
)

ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
と
正
統
性
の
デ
ィ
レ
ン
マ

ガ
ヴ
ア
ナ
ン
ス
と
い
う
枠
の
中
に
市
民
社
会
組
織
の
参
加
を
位
置
付
け
た
場
合
に
、
正
統
性
と
の
緊
張
が
あ
ら
わ
に
な
る
。
そ
れ
が

具
体
的
に
表
れ
る
の
は
、
対
話
手
続
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
団
体
を
ど
の
よ
う
な
基
準
で
選
ぶ
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

の
関
門

(
M
O
O
N

釦
)
に
お
い
て
は
経
済
社
会
委
員
会
の
基
準
が
参
照
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

E
U
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
恒
久
的
な
存
在
、

49 

メ
ン
バ
ー
の
専
門
能
力
へ
の
直
接
の
ア
ク
セ
ス
に
よ
り
迅
速
か
つ
建
設
的
な
諮
問
が
可
能
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
の
利
益
と
符
合
す
る
一
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般
的
関
心
事
を
代
表
す
る
こ
と
、
個
別
利
益
の
代
表
と
し
て
加
盟
国
レ
ヴ
ェ
ル
で
認
め
ら
れ
た
組
織
か
ら
成
る
こ
と
、
多
く
の
加
盟
国

に
加
盟
組
織
を
も
つ
こ
と
、
メ
ン
バ
ー
へ
の
答
責
性
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
代
表
と
行
動
を
行
う
権
威
を
も
つ
こ
と
、
外
部
組

織
の
指
示
に
縛
ら
れ
ず
独
立
で
あ
る
こ
と
と
い
う
八
点
か
ら
成
る
そ
の
基
準
は
、
な
お
概
括
的
で
あ
る
宙
開
∞
内

Moc--a)
。
N
G
O

は
「
政
策
決
定
過
程
に
組
み
入
れ
ら
れ
る

N
G
O
に
つ
い
て
の
明
確
な
基
準
が
必
要
で
あ
る
(
関
当
戸
〉

8
S
)
」
こ
と
、
「

N
G
O
の

53巻1号

正
統
性
と
代
表
性
を
評
価
す
る
た
め
の
明
確
で
透
明
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
基
準
を
設
け
る

の
点
が
あ
い
ま
い
で
あ
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。

(
回
。
Z
U
N
O
O
N
-
h
F
)
」
こ
と
を
求
め
、
こ

こ
の
点
に
つ
き
、
『
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
白
書
』
策
定
の
過
程
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
審
議
会
や
国
連
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
認
証

2
2
5
苧

号
ロ
)
制
度
の
導
入
が
検
討
さ
れ

N
G
O諸
団
体
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
た
が
、
意
見
は
分
か
れ
て
い
た
(
内
加
の

M
o
o
-
P
己
)
。
そ

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
全
体
と
し
て
の
認
証
手
続
導
入
は
放
棄
さ
れ
て
い
る
が
(
内
開
n
M
o
o
-
p
-
∞)、

N
G
O
の

吾+
晶υ

の
た
め
「
白
書
』
で
は
、

雑

中
に
は
こ
の
よ
う
な
公
式
制
度
化
を
求
め
る
意
見
も
あ
る
。

社
会
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
市
民
社
会
対
話
を
条
約
に
盛
り
込
む
こ
と
を
求
め
、

足
れ
り
と
さ
れ
る
こ
と
に
警
戒
感
を
示
す
(
区
宮
内
庁
司
自
色
巧
E
S
N
O
O
N
-

∞
l
S
。
そ
こ
か
ら
他
の

N
G
O
と
は
異
り
、
コ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
に
よ
る
認
証
制
度
の
導
入
に
も
、
企
業
、
政
治
的
ロ
ピ
イ
ス
ト
と
社
会
パ
ー
ト
ナ
ー
お
よ
び
組
織
さ
れ
た
市
民
社
会
の
代
表
を
区

別
す
る
こ
と
は
有
益
で
あ
る
(
と
宮
号
R
M
o
o
-
)
、
と
し
て
積
極
的
で
あ
っ
た
。
欧
州
諮
問
会
議
の
憲
法
条
約
草
案
に
対
し
て
も
、
「
代

表
性
を
持
つ
結
社
(
円
8
5
8ロ
E
E
g
B
8
8怠

g目
)
と
の
対
話
」
と
い
う
表
現
を
「
組
織
さ
れ
た
市
民
社
会
i
i
i民
主
的
に
組
織
さ

れ
た

N
G
O
-
-と
の
対
話
」
に
変
更
す
る
よ
う
求
め
て
い
た

(MR立
さ

E
・

少

玄

a
N
o
g
-
ム
)
。
労
組
な
ど
と
の
並
置
に
も
見

ら
れ
る
通
り
、
そ
の
狙
い
は
「
構
造
化
さ
れ
た
市
民
社
会
対
話
」
を
制
度
化
し
社
会
N
G
O
の
資
金
的
基
盤
を
確
固
と
し
た
も
の
に
す

且.. 

十

ニ
i
ス
条
約
で
の
経
済
社
会
委
員
会
強
化
で
事

法戸神

る
こ
と
で
あ
る

(
E
V
E
-ゅ
払
)
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
形
で

N
G
O
が
政
策
過
程
に
構
造
化
さ
れ
て
い
く
こ
と
は
、
他
面
で
よ
り
小
規
模
の

N
G
O
の
プ
レ
ゼ
ン
ス



を
減
少
さ
せ
る
危
険
を
内
包
し
て
い
る
。
特
に
、
実
績
が
基
準
と
さ
れ
た
場
合
に
は
新
し
い

N
G
O
は
著
し
く
不
利
な
立
場
に
た
っ
。

EUにおける「市民社会jとガヴァナンス:Iヨーロッパ公共空間の分有」に向けて

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
基
準
明
確
化
を
求
め
る
立
場
か
ら
も
、
「
こ
の
よ
う
な
基
準
は
、
小
さ
く
最
近
設
立
さ
れ
た

N
G
O
も
考
慮
す
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(
担
当
円
〉

N
O
O
N
)
」
と
す
る
意
見
の
あ
る
ほ
か
、
環
境
N
G
O
援
助
の
外
部
評
価
書
に
お
い
て
も
そ
の
問
題

点
は
指
摘
さ
れ
て
い
る

(内
O
Z
(
N
C
C
H
)

出
斗
出
口
己
¥
ド
。
。
・

-
0
・N
C
O
C
o

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
方
向
に
は
市
民
社
会
側
の
「
責
任
」
と
い
う
観
念
が
付
随
し
て
い
る
。
『
白
書
」

で
も
、
「
よ
り
良
い
組
み
入
れ

と
と
も
に
よ
り
大
き
な
責
任
が
生
じ
る

(
(
リ
関
門

M
o
o
-
(「

ロ
)
」
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
こ
で
市
民
社
会
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の

は
、
「
答
責
性
と
開
放
性
を
含
む
良
い
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
の
原
則
」

で
あ
る
。
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
に
重
点
を
置
く
限
り
に
お
い
て
、
代
表
性

は
必
ず
し
も
重
要
で
は
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
内
部
の
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
構
造
が
十
分
に
民
主
的
で
な
い
以
上
、

N
G
O
は
市
民
社
会
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
の
推
進
主
体
と
は

な
り
え
な
い
と
君
主
2
m
z
c
o
o
-
)
が
述
べ
る
の
も
、
同
様
の
デ
ィ
レ
ン
マ
を
別
の
形
で
指
摘
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
実
際
、
市
民

社
会
の
描
像
は
労
使
団
体
の
役
割
以
上
に
、
社
会
ご
と
に
異
な
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
の
調
整
は
容
易
で
は
な
い
。
前
述
の
ア
ソ
シ
エ

l

シ
ョ
ン
規
約
に
関
し
て
も
、
自
国
で
の
特
権
的
地
位
が
掘
り
崩
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
た
、
ド
イ
ツ
の
福
祉
団
体
の
反
対
が
作
用
し
て
い

(同

g
e
=
g己
〉
ロ

F
E
R
-申

3
・
N

8

喝
さ
-
)
。
現
在
で
も
ド
イ
ツ
の
福
祉
団
体
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、
ド
イ
ツ
の
シ
ス

テ
ム
を

E
U
レ
ヴ
ェ
ル
で
実
現
す
る
よ
う
積
極
的
に
働
き
か
け
る
べ
き
と
い
う
意
見
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
現
実
性
が
薄
く
、
他
国
の

N

る
と
い
わ
れ
る

G
O
と
の
協
力
に
つ
い
て
も
「
ド
イ
ツ
の
福
祉
シ
ス
テ
ム
に
特
殊
な
概
念
、
例
え
ば
公
共
福
祉
指
向
(
凸
O
B
O
E
君。
E

。ュ
g
t
o
E口
開
)

を
伝
達
す
る
の
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
」
と
い
っ
た
悲
観
的
な
見
解
も
少
な
く
な
い

(
〉
君
。
冨
富
島
町
0
5
8
C
M唱

N
C
)

。

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

N
G
O
の
選
別
基
準
に
つ
い
て
な
お
明
確
な
方
針
を
示
し
て
い
な
い
。

C
O
N
E
C
C
S
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
登

録
基
準
も
、
複
数
の

E
U
加
盟
国
に
ま
た
が
る
非
営
利
組
織
で
あ
る
こ
と
、

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
か
か
わ
る
政
策
領
域
に
お
い
て
活
動
し

51 

一
定
の
制
度
化
、

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
対
し
自
ら
の
情
報
を
提
供
す
る
用
意
、
と
い
う
四
つ
の
概
括
的
な
基
準

専
門
能
力
を
持
つ
こ
と
、
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(宮号一

¥
¥
2
5
3・2
・E
¥
8
5
5
¥丘
三
「
8
巳
o
q
¥
8ロ
0
2∞
¥
E
R
E
t
s
-え
自
サ
門
戸
H
g
)
。
こ
れ
に
対
し
凸
5
8
g。。
ι
(
N
O
O
N
)

は、

E
U
が
認
証
を
事
実
上
行
っ
て
い
る
と
す
る
。
「
諮
問
は
可
能
な
限
り
広
く
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
現
在
の
一
般
原
則
と
し
て
、

で
あ
る

一
定
の
組
織
に
特
別
の
地
位
を
与
え
る
こ
と
は
望
ん
で
い
な
い
」
と
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は

C
O
N
E
C
C
S
サ
イ
ト
で
述
べ
て
い
る
が
、

確
か
に
、
政
策
形
成
に
関
与
す
る
ア
ク
タ
ー
を
整
理
す
る
意
図
が
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
だ
ろ
う
寄
与
一

¥
¥
2
8宮・
2
・百円
¥
8
5
5
¥丘
三
-

53巻l号

i
g
a
o
q
¥
8
D
2
2
¥
A
z
g
t。
ロ
・
ぇ
ヨ
サ
門
戸
H
g
)
。

し
か
し
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
「
諸
組
織
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ヴ
ェ
ル
の
共
通
の
団
体
ま
た
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
協
働
す
る
こ
と
を

奨
励
す
る
。
そ
の
よ
う
な
組
織
は
諮
問
手
続
の
効
率
化
を
大
幅
に
促
進
す
る
か
ら
で
あ
る

(の貝
U
N
c
o
o
-

唱
)
」
と
し
、

一
定
の
基
準

誌

に
よ
り
諮
問
相
手
を
定
め
る
こ
と
は
全
て
の
分
野
に
お
い
て
適
当
と
は
限
ら
ず
、
「
代
表
の
指
名
や
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ま
た
は
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
に
よ
っ
て
、

N
G
O
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
自
己
選
抜
を
行
う
こ
と
が
有
益
な
代
替
案
と
な
り
う
る
(
同

E
P
=
)」

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
期
待
し
て
い
る
の
は
、
社
会
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
や
凸
8
8
1∞
の
形
成
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
中
心

雑

と
し
て
い
る
。

学

的
な
交
渉
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
地
位
の
提
供
を
誘
因
と
し
て
、
市
民
社
会
組
織
が
自
律
的
に
意
見
を
集
約
す
る
枠
組
の
創
出
を
、
自

(
岱
}

ら
の
フ
リ
l
ハ
ン
ド
を
維
持
し
つ
つ
促
進
す
る
こ
と
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
の
観
点
を
中
心
と
し
た
上
で
、
代
表

性
問
題
の
解
決
を
市
民
社
会
組
織
の
側
に
委
ね
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

法戸ネ申

こ
れ
に
類
比
し
う
る
仕
組
は
国
民
国
家
レ
ヴ
ェ
ル
に
も
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
ド
イ
ツ
の
「
保
健
政
策
に
お
け
る
コ

l
ポ
ラ
テ
イ
ズ

ム
(
問
。
号
。

E円
E
E
C
-ロ
。

2
5込
町
巳
名

a
E
W
)
」
に
お
い
て
、
社
会
側
の
主
体
の
う
ち
保
険
者
の
主
体
は
単
一
で
は
な
い
。
歴
史
的
に

形
成
さ
れ
た
、
社
民
系
、
カ
ト
リ
ッ
ク
系
な
ど
六
つ
の
社
会
福
祉
団
体
が
調
整
機
構
を
形
成
し
、
そ
れ
が
交
渉
に
あ
た
る

(
「
福
祉
団

体
の
連
邦
作
業
共
同
体
」
回
ロ
足
。
回
目
Z5mOEO-ま
の
古
島
号
叫
同

5
5
君
。
庄
内
各
号
豆
諸
0
)

。
こ
の
文
脈
で
は
、
経
済
社
会
委
員
会
が
掲

げ
る
「
機
能
的
補
完
性
」
と
ほ
ぼ
同
旨
の
「
補
完
性
」
の
主
張
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
付
言
し
て
お
こ
う
(
え
・
回

R
5
m
g
B冨
g-

N
C
C
C
)

。
こ
の
よ
う
に
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
往
時
の
政
労
使
協
議
の
よ
う
な
、
堅
い
組
織
を
基
礎
に
し
た
「
コ

l
ポ



ラ
テ
イ
ズ
ム
」

で
は
な
く
、
ゆ
る
や
か
な
調
整
組
織
か
ら
な
る
、
し
か
し
ア
ク
タ
ー
の
数
は
整
理
さ
れ
た
協
議
の
枠
組
が
想
定
さ
れ
て

EUにおける「市民社会jとガヴアナンス:Iヨーロッパ公共空間の分有」に向けて

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四

お
わ
り
に
|
|
コ
ー
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
型
国
家
社
会
関
係
の
生
成
可
能
性
と
そ
の
正
統
性
問
題

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
に
関
連
す
る
領
域
で
の
「
市
民
社
会
」

以
上
に
見
た
よ
う
に
、

の
言
説
に
は
特
定
の
傾
向
が
顕
在
化
し
て
い
る
。

の
集
合
と
捉
え
、
そ
の
組
織
を
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
の
観
点
か
ら
統
治
過
程
に
組
み
入
れ
て
い
こ
う
と

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
一
部
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

N
G
O
に
は
あ
る
種
の
利
益
の
合
致
が
あ
る
。
こ
の

す
な
わ
ち
、
市
民
社
会
を
「
組
織
」

い
う
方
向
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、

先
に
は
ど
の
よ
う
な
国
家
社
会
関
係
像
が
結
ぼ
れ
る
だ
ろ
う
か

∞の
F
5
5『
自
色
∞

5
2
r
(
3
2
)
以
来
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
労
使
関
係
を
多
元
主
義
と
し
て
捕
ら
え
る
議
論
が
有
力
で
あ
っ
た
。

は
こ
れ
に
対
し
、
社
会
政
策
領
域
に
お
け
る
「
コ

l
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
的
政
策
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

明
。
-
片
岡
百
円
(
-
唱
。
∞
)

の
形
成
が
見
ら
れ

る
と
論
じ
た
が
、
こ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
依
然
と
し
て
根
強
く
、
例
え
ば

9
8ロ
2
8己
(
N
C
C
M
)

も

E
U
の
利
益
媒
介
を
多
元
主
義
的

と
形
容
し
て
い
る
。

し
か
し
第
一
に
、
国
家
社
会
関
係
に
お
け
る
社
会
組
織
の
位
置
付
け
と
、
政
策
領
域
の
断
片
性
は
別
次
元
に
あ
る
。
確
か
に
、

E 
U 

の
統
治
に
お
け
る
政
策
領
域
ご
と
の
分
断
は
多
く
の
論
者
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
自
身
に
よ
っ
て
も
問
題
と
し

て
認
識
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
り
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
機
構
改
革
の
帰
趨
が
大
き
な
意
味
を
持
つ
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
社
会
ア
ク
タ

ー
に
対
す
る
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
多
元
主
義
の
そ
れ
と
は
異
な
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
ア
メ
リ
カ
政
府
の
コ
メ
ン
ト
に
も

明
ら
か
で
あ
る
。
第
一
節
で
触
れ
た
〈

g
者

g
E
g
(
3
3
)
の
枠
組
に
依
拠
す
る
限
り
で
は
、
こ
の
動
き
は
「
コ

i
ポ
ラ
テ
イ
ズ

ム
」
化
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、

N
G
O
側
の
要
求
の
双
方
は
公
式
制
度
化
を
求
め

53 

る
も
の
で
も
あ
り
、
図
の
右
側
へ
向
か
う
ヴ
ェ
ク
ト
ル
を
含
ん
で
い
る
。
た
だ
し
マ
ク
ロ
な
枠
組
を
欠
く
点
で
、
現
状
で
は
オ
ラ
ン
ダ
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モ
デ
ル
と
同
視
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
い
。
政
策
領
域
ご
と
に
断
片
化
し
、
か
つ
法
化
し
た
コ

l
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
的
政
体
の
姿
は
む
し

も
の
で
あ
り
、
そ
の
限
り
で
は
誤
り
で
は
な
い
。

(
え
・
網
谷
二

O

O
二
一

zsg¥盟
諸
o-NCS)
。

の
指
摘
は
、
コ

l
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
的
枠
組
の
組
織
的
基
盤
の
欠
落
を
指
摘
す
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ヴ
ェ
ル
の
諸
組
織
は
、
国
民
国
家
コ

i
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
を
担
っ
た
も

ろ
ド
イ
ツ
の
そ
れ
と
類
似
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い

他
方
第
二
に
、

p
z
E
g司
自
己
∞

5
2
w
(
3
2
)

の
よ
り
は
弱
い
も
の
で
あ
り
つ
づ
け
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
近
年
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
や
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
コ

i
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
型

53巻l号

の
政
策
形
成
の
広
が
り
は

(
。
同
・
横
田
二

O

O
三
)
、
政
労
使
の
コ

l
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
で
す
ら
一
九
七

0
年
代
の
そ
れ
と
は
異
な
る
条

件
の
下
で
成
立
し
て
い
る
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
こ
れ
は
の
己
目
V
0
3
2
(
M
o
o
-

一N
O
O
N
)

や
回
お
の
の
向
。

(
N
O
O
N
R
N
C
C
M
σ
)

が
強
調
す

る
点
で
あ
る
。
彼
ら
に
よ
れ
ば
、
以
前
の
コ

l
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
に
お
い
て
は
メ
ン
バ
ー
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
重
要
で
あ
っ
た
の
に
対

誌

し
、
現
在
は
不
確
実
性
下
で
の
問
題
解
決
と
そ
の
た
め
の
ロ
ー
カ
ル
な
知
識
の
吸
い
上
げ
が
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
現
在
必
要
な
の

雑

は
強
固
な
組
織
で
は
な
く
、
熟
議
能
力
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
こ
の
枠
組
が
労
使

且ι
ナ

団
体
の
み
な
ら
ず
N
G
O
に
も
聞
か
れ
て
い
る
と
い
う
(
回

R
S
8
8
S
Z
。
も
し
こ
の
よ
う
な
主
張
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ヴ
ェ
ル
で
適

法

用
可
能
で
あ
れ
ば
、
①
必
ず
し
も
強
固
な
組
織
で
は
な
く
、
②
労
使
の
み
な
ら
ず
N
G
O
も
含
め
た
、
「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
・
コ

l
ポ
ラ

戸神

(回

R
8
8
8
C
M
ω
)
に
も
成
立
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
点
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ヴ
ェ
ル
の
国
家
社
会
関
係
が
、
多
元
主
義
的
な
形
で
は
な
く
、
労
使
団
体
の
み
な
ら
ず
一
定
の
市

民
社
会
組
織
を
含
ん
だ
、
緩
や
か
で
は
あ
れ
コ

l
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
的
な
形
で
生
成
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
、
と
い
う
の
が
本
稿
の
第
一

テ
イ
ズ
ム

の
主
張
で
あ
る
。

し
か
し
、
第
二
の
論
点
と
し
て
、
仮
に
こ
の
よ
う
な
形
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ヴ
ェ
ル
に
コ

l
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
型
の
ガ
ヴ
ア
ナ
ン
ス
が
形

成
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
直
ち
に
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
共
空
間
の
共
有
」
と
し
て
、
正
統
性
を
持
っ
た
国
家
社
会
関
係
と
み
な
し
う

る
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
抽
象
的
に
は
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
と
正
統
性
の
デ
ィ
レ
ン
マ
、
具
体
的
に
は
市
民
社
会
組
織
の



代
表
性
と
い
う
難
問
が
残
っ
て
い
る
。

EUにおける「市民社会jとガヴァナンス:Iヨーロッパ公共空間の分有」に向けて

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
経
済
社
会
委
員
会
の
路
線
が
現
実
化
し
た
場
合
、
ガ
ヴ
ア
ナ
ン
ス
向
上
と
並
ん
で
「
市
民
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
と
い

う
正
統
性
担
保
の
源
で
あ
っ
た
は
ず
の
「
市
民
社
会
」
が
、
「
組
織
さ
れ
た
市
民
社
会
」
と
し
て
自
己
定
位
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

の
正
統
化
能
力
を
喪
失
し
う
る
。
〉
5
2
8お
(
N
O
O
N
)

が
「
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
化
、
政
府
化
、
自
律
化
」
と
い
う
語
で
批
判
的

に
特
徴
付
け
る
傾
向
で
あ
る
o
n
c
ユE
C
o
o
S
も
、
諮
問
へ
の
参
加
の
基
準
は
ア
メ
リ
カ
型
の
手
続
的
基
準
に
限
る
べ
き
で
あ
り
、

そ
れ
に
よ
っ
て
可
能
な
限
り
聞
か
れ
た
、
そ
し
て
包
括
的
な
熟
議
(
号
5
0
5号
ロ
)
の
空
間
を
作
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
に
対

し
、
現
在
の

E
U
の
「
民
主
主
義
の
過
剰
百
円

gロ
君
。
邑
芯
C
N
)

」
を
指
摘
し
、
市
民
社
会
の
組
織
主
体
の
構
造
化
の
必
要
を
指
摘
す

る
論
者
も
あ
る
(
ロ

o
p
z
g司
N
O
O
N
)
。
議
会
・
政
党
を
中
心
と
し
た
国
民
国
家
レ
ヴ
ェ
ル
の
代
表
制
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
像
に
基
づ
い
て

社
会
組
織
の
直
接
参
加
を
批
判
的
に
捉
え
る
の
で
は
な
く
、

E
U
に
お
け
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
独
自
の
形
態
を
検
討
す
る
論
者
に
お
い

て
も
、
あ
る
べ
き
「
公
共
空
間
の
共
有
」
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
な
お
分
か
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
翻
っ
て
、
国
民
国
家
レ
ヴ
ェ
ル
の
コ

l
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
を
通
じ
た
「
公
共
空
間
の
共
有
」
に
、
何
ら
か
の
正
統
性
が
あ
っ

た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
そ
の
担
い
手
た
る
組
織
が
具
体
性
を
持
っ
た
人
間
集
団
(
「
労
働
者
」
「
カ
ト
リ
ッ
ク
」
)
の
像
と
結
び

つ
き
、
実
質
的
な
「
参
加
」
の
機
能
を
少
な
く
と
も
象
徴
的
に
果
た
し
て
い
た
こ
と
と
無
縁
で
は
な
い
。
「
公
共
空
間
の
共
有
」
は
、

公
共
的
決
定
を
独
占
的
に
支
配
し
て
き
た
社
会
集
団
に
対
し
て
、
少
数
派
・
非
支
配
集
団
が
、
公
共
的
決
定
へ
の
参
与
や
自
ら
の
管
理

す
る
部
分
的
な
公
共
空
間
の
承
認
を
要
求
す
る
歴
史
的
過
程
に
お
い
て
生
成
さ
れ
た
、
各
社
会
毎
の
「
歴
史
的
妥
協
」
で
あ
り
、
そ
の

限
り
で
参
加
の
拡
大
と
い
う
意
味
を
担
っ
て
き
た
の
で
あ
る
口
し
か
し
社
会
集
団
自
体
の
凝
集
性
が
弱
ま
る
と
と
も
に
、
個
人
と
組
織

と
の
結
合
が
揺
ら
ぐ
こ
と
で
、
労
働
組
合
で
あ
れ
宗
派
系
社
会
福
祉
組
織
で
あ
れ
、
純
粋
に
そ
の
機
能
(
交
渉
や
サ
l
ヴ
ィ
ス
提
供
)

が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
固
有
の
存
在
意
義
を
失
い
か
け
て
い
る
の
が
、
現
状
で
あ
る
。

55 

だ
と
す
る
な
ら
ば
、
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
の
形
態
と
し
て
「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
・
コ

l
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
」
が
成
り
立
つ
と
し
て
も
、
そ
こ
に
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
共
空
間
の
共
有
、
さ
ら
に
は
「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」

の
生
成
に
つ
い
て
の
過
度
の
意
味
を
読
み
取
る
の

は
誤
り
で
あ
り
、
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
「
断
片
化
さ
れ
た
正
統
性
(
小
川
二

O

O
三)」

の
一
端
と
見
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

が
本
稿
の
第
二
の
主
張
で
あ
る
。

た
だ
し
、
付
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
試
み
に
代
え
て
、
ビ
ッ
グ
バ
ン
的
な
秩
序
形
成
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連

53巻l号

邦
の
設
立
と
そ
の
議
会
民
主
政
化
を
構
想
す
る
の
は
、
現
実
性
に
乏
し
い
だ
け
で
は
な
く
、
現
実
に
各
国
民
国
家
レ
ヴ
ェ
ル
で
進
展
し

て
き
た
統
治
の
変
容
|
|
議
会
の
比
重
低
下
と
政
党
の
機
能
変
容

l
iを
考
慮
の
外
に
置
い
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ヴ
ェ
ル
の
市
民
社
会
組
織
の
位
置
付
け
を
め
ぐ
る
言
説
と
実
践
は
、
現
在
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
一
般
的
困
難
を

味
で
、

映
す
拡
大
鏡
で
あ
り
、
特
効
薬
た
り
え
な
い
と
し
て
も
、
興
味
深
い
政
治
的
実
験
で
あ
る
。

ミ三，..，
同.(.¥雑

*
本
稿
に
関
連
し
て
、
二

O
O
三
年
三
月
に
欧
州
統
合
史
研
究
会
で
「
国
家
社
会
関
係
と
統
合
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
と
題
す
る
報
告
を
行
い
、
有
益
な

且ム

ナ

コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
小
川
有
美
、
八
谷
ま
ち
子
両
氏
に
は
草
稿
に
目
を
通
し
て
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
、
謝
意
を
表
し
た
い
。

1去戸

1 

本
稿
が

E
U
レ
ヴ
ェ
ル
統
治
機
構
に
関
し
て
「
国
家
」
「
国
家
社
会
関
係
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
の
は
、
比
較
政
治
学
の
知
見
を

神

利
用
す
る
上
で
の
便
宜
的
な
も
の
で
あ
り
、

E
U
が
∞
冨
円
。
で
あ
る
。
そ
う
な
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
を
含
む
も
の
で
は
な
い
。

2 

後
に
触
れ
る
よ
う
に
、
市
民
社
会
や
N
G
O
の
語
は
そ
の
定
義
自
体
が
政
治
的
争
点
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
市
民
社
会
組
織
と
い
う

場
合
に
、
非
国
家
・
非
営
利
目
的
の
諸
組
織
か
ら
政
党
、
労
組
・
経
営
者
団
体
な
ど
の
社
会
経
済
利
益
団
体
を
除
い
た
も
の
を
指
し
、

N
G
O
と
い
う
場
合
に
は
さ
ら
に
協
同
組
合
や
互
助
組
織
な
ど
を
除
い
た
も
の
を
概
ね
指
し
て
い
る
。

3 

直
接
関
連
す
る
先
行
研
究
と
し
て
、
〉

B
寄
O
D
m
(
M
g
N
)
唱【
U
E
E
P
o
S
)
'
u
o
∞
の
伊
豆
電

(
M
g】
)
・
一
同

g
e
z
g仏
〉

5
a
q
(
3
3
)
唱

。σgag-。
(
呂
志
)
唱
∞
B
U昌
吉
田

(
N
O
O
N
)

唱
者
E
-
a
m
v
(
M
。。。一
ω
。2
)
を
参
照
。
本
稿
の
独
自
性
は
、
「
ガ
ヴ
ア
ナ
ン
ス
白
書
』
以
降
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の
新
し
い
動
き
を
検
討
に
加
え
る
点
と
、
国
家
社
会
関
係
を
め
ぐ
る
議
論
の
蓄
積
の
援
用
を
試
み
る
点
に
あ
る
。
な
お
、
労
使
団
体
を
対

象
に
国
家
社
会
関
係
を
扱
っ
た
試
論
と
し
て
網
谷
(
二
O
O
二
)
も
参
照
。
ま
た
、
「
補
完
性
」
に
注
目
し
つ
つ
類
似
の
関
心
を
含
む
研

究
と
し
て
八
谷
(
二
O
O
二
)
、
遠
藤
(
ご
O
O
三
)
を
見
よ
。

4 

さ
し
あ
た
り
、
政
党
の
機
能
変
容
を
国
家
と
社
会
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
機
構
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
す
る
百

Z
S畠

(
8
8
r
8
8
σ
)

を
参
照
。
日
本
語
で
は
、
「
国
家
社
会
関
係
」
と
い
う
視
角
を
全
面
に
出
し
た
専
攻
研
究
と
し
て
ま
ず
中
山
(
一
九
九
二
)
が
参
照
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
横
田
(
一
九
九
七
)
は
、
「
議
会
政
」
「
二
大
政
党
制
」
の
外
見
を
支
え
る
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ
ム
の
構
造
を

明
ら
か
に
し
た
示
唆
に
富
む
論
稿
で
あ
る
。
こ
れ
ら
複
数
の
回
路
が
全
体
と
し
て
国
家
と
社
会
の
媒
介
を
構
成
す
る
様
を
、
仮
説
的
に
図

示
す
る
の
が
∞
岳
邑
同
5

2

3

N

)

で
あ
る
。

5 

象
徴
的
な
の
は
、
ド
イ
ツ
の
社
会
学
者
シ
ュ
ト
レ
l
ク
が
、
経
営
者
団
体
の
五
O
周
年
記
念
大
会
で
「
社
会
資
本
と
し
て
の
団
体
」
と

い
う
講
演
を
行
い
、
労
資
団
体
間
協
調
の
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
効
果
を
強
調
し
て
い
る
点
で
あ
る
(
∞
5
2
R
3
3
)
。

6 

毘
官
(
N
O
O
N
)

は
福
祉
国
家
類
型
論
に
対
応
さ
せ
て
、
社
会
政
策
に
お
け
る
N
G
O
の
役
割
を
、
サ
l
ヴ
ィ
ス
は
国
と
自
治
体
が
提
供

し、

N
G
O
は
ロ
ビ
!
と
ア
ド
ヴ
ォ
カ
シ
l
を
行
う
北
欧
モ
デ
ル
、
公
的
福
祉
の
穴
埋
め
・
上
乗
せ
を
行
う
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
モ
デ

ル、

N
G
O
が
主
た
る
サ
l
ヴ
ィ
ス
提
供
者
と
し
て
統
合
さ
れ
て
い
る
コ

i
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
モ
デ
ル
に
分
類
し
て
い
る
。

7
)
 

こ
こ
で
提
示
さ
れ
た
類
型
は
、

M
0
3
2
8ロ
C
o
o
S
の
示
す
四
つ
の
政
体
モ
デ
ル
と
も
強
い
親
和
性
を
持
つ
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
近
代
の

政
体
の
モ
デ
ル
は
、
社
会
の
組
織
化
(
「
団
体
度
」
)
と
集
団
的
な
主
体
(
「
国
家
度
」
)
の
あ
り
方
に
よ
り
四
つ
に
理
念
型
化
さ
れ
る
。
個

人
を
中
心
と
し
国
家
度
の
低
い
自
由
主
義
モ
デ
ル
(
イ
ギ
リ
ス
)
、
個
人
を
中
心
と
す
る
が
国
家
度
の
高
い
国
家
ー
国
民
モ
デ
ル
(
フ
ラ

ン
ス
)
、
国
家
度
は
低
い
が
団
体
が
中
心
と
な
る
社
会
ー
団
体
モ
デ
ル
(
北
欧
)
、
国
家
度
が
高
く
団
体
中
心
で
も
あ
る
国
家
l
団
体
モ
デ

ル
(
ド
イ
ツ
)
で
あ
る
。
こ
の
モ
デ
ル
は
、
「
コ

l
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
か
否
か
」
「
福
祉
国
家
の
三
類
型
」
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
、
各
社
会
の

編
成
の
相
違
を
分
析
す
る
上
で
有
益
な
足
が
か
り
で
あ
る
。
こ
の
モ
デ
ル
の
適
用
と
し
て

p
g
p円
g弘
明
。

R
S号
'og江
口
。

F
g
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ナ法戸神

(Moo-)
も
参
照
。

8 

ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
規
則
に
つ
い
て
は
同

S
E
-
-
s
a
〉
喜
色
白

(
3
3
)
を
参
照
。

9 

な
お
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
の
市
民
社
会
組
織
へ
の
姿
勢
は
、
媒
介
チ
ャ
ネ
ル
と
し
て
の
競
合
可
能
性
も
あ
っ
て
よ
り
両
義
的
で
あ
る

(。σB色
。
〈

ws。
P
S
I
-凶
)
。

10 

例
え
ば
、
『
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
白
書
』
は
市
民
社
会
の
定
義
と
し
て
回
出
一
円

(
3
3
m
)
を
明
示
的
に
引
用
し
て
い
る
。

11 

r
s
-
E岱一円向。
B(MgH)
で
は
こ
れ
に
効
率
性
や
実
績
(
胃
R
F
5
8
E
)
が
加
え
ら
れ
て
い
る
(
ム
l
U
)

。

12 

一
九
九
八
年
六
月
に
控
訴
も
棄
却
さ
れ
、
敗
訴
が
確
定
し
た

U
E
A
P
M
E
は
、
同
年
十
二
月
に

U
N
I
C
Eと
協
力
協
定
を
締
結
し
、

社
会
的
対
話
に
お
け
る
経
営
者
側
の
立
場
の
決
定
に
際
し
諮
問
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
(
国
間
O
E
O
巳
E
0・
開
口

3
8
5。
司

R
g
z
a
包

宮仲間
V

一¥¥宅当者・
2
司。・
oc--。内。
E
M
S
・0z-E円

同
VB虫
色

丹

v
o
d
Z同
門
伺
。
ロ

C
h
F

・
ロ
・

3
@戸

E
C
Z
H内
開

ωロ
仏
口
問
〉
司
一
玄
関
盟
関
口
内
。
，
。
間
百
円
位
。
ロ

13 

〉
関
門

O
O
B
O
E
-
R
g虫
色
包
宮
号
一
¥
¥
さ
，

E・
g-8・
。
円
関
心
回

S
包
Nccc
…E
B
E
M
g
f
き
1
3
一

〉

gmgロ
m
N
O
O
N
-
-
Mム
l

足。)。

Q
凶
(
リ

(
N
8
0
)

は
、
参
加
民
主
主
義
の
拡
大
、
個
別
の
集
団
の
意
見
の
代
表
、
政
策
形
成
へ
の
貢
献
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営
へ
の
貢
献
、

統
合
へ
の
寄
与
の
五
つ
を
挙
げ
て
い
る
(
ム
l
U
)

。

14 

C
S
E
C
o
o
S
は
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
既
に
展
開
さ
れ
て
い
る
指
摘
利
益
団
体
の
組
み
込
み
へ
の
悪
影
響
を
恐
れ
、
伝
統
的
に
自
己

規
律
を
優
先
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
(
訟
)
。

15 

も
う
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で
あ
る
。
た
だ
し
既
存
の
国
家
モ
デ
ル
を
階
統
制
と
位
置
付
け
、
単
純
に
そ
れ
と
対

比
す
る
用
法
は
、
そ
の
発
見
的
意
義
も
今
ゃ
あ
ま
り
大
き
く
な
い
だ
ろ
う
。

よ
り
生
産
的
な
の
は
、
ガ
ヴ
ア
ナ
ン
ス
の
様
式
の
一
つ
と
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
位
置
付
け
る
議
論
で
あ
る
。
問
。
E
2
'問
。
♀
(
呂
志
)

は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
を
、
多
元
主
義
、
国
家
主
義
、

コ
ー
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
と
対
比
さ
せ
る
。
こ
れ
は
、
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ

ム
が
共
通
善
指
向
で
あ
る
の
に
対
し
、
個
別
利
益
指
向
を
基
礎
と
し
た
解
決
で
あ
る
点
に
、
相
違
が
あ
る
と
す
る
が
、
こ
の
点
は
疑
問
で



あ
る
。
プ
ラ
ス
サ
ム
な
解
決
の
発
見
に
よ
り
、
個
別
利
益
と
共
通
利
益
を
一
定
程
度
両
立
す
る
こ
と
に
、
通
常
は
コ

l
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
の

EUにおける「市民社会jとガヴァナンス:rヨーロッパ公共空間の分有」に向けて

利
点
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

〉
虫
色

(Mg。
)
は
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
政
体
(
ロ
旦
者
。
井
吉
宮
可
)
」
と
い
う
概
念
を
提
示
し
、

コ
ー
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
、
多
元
主
義
の
双
方

か
ら
区
別
す
る
。
そ
こ
に
参
加
す
る
組
織
は
水
平
的
に
も
垂
直
的
に
も
分
散
的

(
E
g
m唱
。
∞
己
注
)
で
あ
り
、
こ
の
点
で
は
多
元
主
義
的

で
あ
る
。
し
か
し
、
組
織
相
互
の
関
係
は
多
元
主
義
モ
デ
ル
の
よ
う
に
競
合
的
で
は
な
く
、
コ
ー
ポ
ラ
イ
テ
イ
ズ
ム
モ
デ
ル
の
よ
う
に
協

調
的
で
あ
る
と
す
る

2
5
1
-
)
。
こ
の
像
は
本
稿
の
立
場
と
近
い
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
語
で
は
な
く
〈
言
者
g
E
S
(
3
3
)
に
依
拠

し
た
の
は
、
参
加
主
体

(
Z
C
C
)

の
多
数
性
を
縮
減
す
る
こ
と
を
、
少
な
く
と
も
戦
略
と
し
て
は
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
意
図
し
て
い
る
と
解

し
た
か
ら
で
あ
る
。

16 

同りお界一口
2
2
3∞
)
の
表
現
も
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
型
の
包
括
的
な
コ

l
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
と
区
別
す
る
意
図
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。

17 

無
論
、
筆
者
も
別
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
戦
後
の
国
民
国
家
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
お
い
て
も
、
こ
の
問
題
が
解
決
さ
れ
て
い
た
か
否
か

は
単
純
に
前
提
と
し
て
良
い
問
題
で
は
な
く
、
経
験
的
問
題
で
あ
る
(
網
谷

MOON)
。
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